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豊かに、楽しく、美しく過ごしていただくために～平成元年創立 

 

 

 

さくらまつり 

～和太鼓三日月演奏会～ 
4/5、和太鼓三日月様が慰問にきてくださり、迫力ある太鼓の音が施設全体に響き渡りました。心

と体に力強く伝わる音色とパフォーマンスに毎年元気をもらいます。職員や入居者様も太鼓の演

奏を体験させていただき、皆が自然と笑顔になる素晴らしい時間になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シニアグランドホーム 

ブルーメンハイム・トーホー 



 

ブルーメンの恒例行事のひとつでもある

「ひなまつり」を今年も行いました。お内裏

様とお雛様に扮した職員が、桃の節句にち

なんだ豆知識やクイズをして盛り上がりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

当ホームでも毎年恒例のイベントになってい

る節分。今年もみんなで力を合わせて鬼を追い払

いました。 

節分といえば豆まきで鬼退治をしたり、恵方巻

を食べたりしますよね。 

今では定番になっている恵方巻。皆様はいつか

ら家庭で召し上がるようになりましたか？ 

その起源は諸説あるようですが、江戸時代に大

阪の商人たちが商売繁盛を祈願して太巻きを食

べる習慣がありそれが由来となった説が有力の

ようです。 

また 1930 年頃からは海苔や寿司関連の商業組合が、節分に太巻きのまるかぶりを促進するキャ

ンペーンを実施し、80 年代に大手コンビニエンスストアがそれを「恵方巻」として販売したこと

で、全国的な風習となったようです。 

なかでも七福神にあやかって、きゅ

うり（商売繁盛）、伊達巻（金運）、

うなぎ（出世）、かんぴょう・えび

（長寿）、しいたけ（神様へのお供

え物）、桜でんぶなど縁起の良い 7

つの具を巻いた恵方巻はとりわけ

吉とされています。またこれらの具

材をくるくると巻いて作ることか

ら「福を巻き込む」という意味や、

太い巻きずしを鬼の金棒に見立て

それを食べることで厄を払おうと

いう願いも込められているのだと

か。さらに恵方巻を切らずよそ見をせずに無言で食べるというルールには「福が逃げないように」

「縁を切らないように」という祈りが込められているようです。 
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懐メロ愛好会『渡良瀬』 
 

数年ぶりに懐メロ愛好会『渡良瀬』の皆様が慰問

に来てくださいました。 

青春を彩った懐かしい曲と豪華な衣装でのパフ

ォーマンスはとても壮観でした。 

最後はみんなでアンコール曲を熱唱し大いに盛り

上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 編 集 後 記 ～ 

季節のうつろいは早いもので、もう 4月。出会いと別れ

の春がやってきました。笑顔と涙を彩る桜は我々の心に

やさしく寄り添ってくれます。新生活、新入学、進級

等々それぞれの新しい生活が始まり、期待と不安は時に

体調にも影響します。1日 1日を元気に過ごすためにも

栄養補給と休息は十分にとっていきましょうね。 

       （あおぞら編集委員 関） 


